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　轟等学校の古典教材としてよく難られた作品に『大鏡遜兼逓伝の，兼通・兼家発弟の反馨と権力

争いを描いた一筋がある㊤

　兄の溺嚢兼還が死んだと思った弟の兼家は，次の麗嚢になろうとして参内したが，兼通は今にも

死にそうな体を押して宮中に鶴かい，臨時の除臣！1を行って兼家を左遷し，程なく死去した。兄弟の

確執の深さと，凄まごい権力争いを描いた，雑史醜語罫大鏡肇屈癒の議誌である。

　この誕議は東蒙書籍ぎ露語登・古輿総塞／平成ユ1隼蔽1に「最後の除鋳，右文書醗『源氏秘語・

大鏡・評論（志支藩（平成8年販1に「霧海殿，最後の参内藩，講じく醸f典葛（軍威登隼版）に

鰐題で駿載されている。

　この謙譲を，東窟書籍蔽では，兼還・兼家兄弟の心選と行動に離して礫解させることを欝約とし

て，．に入の反彗と確執の漂馨と経遍を記す欝9字程の説墾文を置き，「皇室・藤原長路系騒」薪清涼殿

単襲図葺「除馨の儀（年中行事絵巻到を配して，峯徒の運解の優を轟っている。

　一方，右文書饒蔽では，「藩究まとして「愛家としての作者の鰻を考えてみよ。まとあり，歴史聯

藷として『大鏡墨譜姦に取η緩むことを求めている。

　本稿は，古典教材であるr大鏡垂兼題伝の談議の饗解に資するために，教材醗究にあたって踏ま

えるべき基礎釣要件である当鋳の敢治的状溌と，権力争奪の様輪を中心に置いて，作品解殺を行っ

たものである。

ξキーワード）教赫醗究　歴史勅語　大鏡　兼遜　兼家

1．はじめに
　医大鏡雲の諸本は古本系，流布本系，異本系の3系統

に靉靆されるが，流姦本系，異本系の増補記事がとく

に注馨されるのは，「太政大蓮兼通達伝（以下「兼逓

伝諜と略称1である。いま，吉本系の東松本と，流布

本系の八巻増補本，異本系の増補記事の機要を掲げる

と，次のようになる1。

東松本｛古本系♪ 八巻増補本（流葎本系／

②兼蓬の官歴・識。兼家

　に密粒1を越され，「い

　とオ｝らきことにゴ患っ

　ていた。後の昇進の緊

　さ，そのために大将に

　なれなかった残念さ。

　食う。

㊨兼通女嬢子は始め父か

　ら冷遇されるが，その

　信｛舞の功徳毒こよ琴入終華

　し，后となる。

⑦悪霊の左大痘鎮光と子

　女。女一1人ぽ女舞とし

　て不遇。

⑧韓光とその子女。朝

　髭，兄を越えて昇進。

　量望を集めた華々しい

　青年霧，父の死後の不

　遇。朝光女花出番に入

　内。娘め寵愛されすぐ

　に籠を失う。

⑧錘光と延子怨霊とな

　辱，院の女御に崇る。

①麟輔二男掘溝関糞。

　御母。

③〔兼家に官位を越され

　たこと。後の昇進の早

　さ。近衛本｝

⑤兼通の袴着。美観ぶ

　琴。卵酒に難の生時を

②安子の遺書を養い，兼

　家を越して関肖に就任。

⑳輯光，廷光未亡人の富

　に迷い，子女の母君を

　離馨彗。延光未亡人と再

　婚。延光未亡人の遺編

　な歓待ぶ腕重継の感
　懇。
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⑪兼家左遷が兼逢の子孫

　零落の療因。兼家，円

　鞍帝に長歌で不遇を訴

　え，新いなふねの葺の

　お言葉を贈る。

　　　　　　　　　　　　　⑬兼遜と兼家の不報。痔

　　　　　　　　　　　　　　が兼家左遷人事の真穏

　　　　　　　　　　　　　　を語る。

／異本系〕⑫兼家，長歌を奉り，身の潔白を訴える。

　　　　　　　　　　　　　　（萩野本，披雲霞本）

　この兼逓伝に絶する先学の見解は機ね古本系を評憾

し，流灘本系・異本系の記事増補を幾鞘することにお

いて一致する。紙本治久氏は次のように説いている。

　　兼遷｛云は，八巻増補本では，隼講，逸議いずれも大

　　魑な記事増補が蕎われている。しかしこれらの籐筆

　　は，大鏡の，歴史を語る基本姿勢をそこなうもので

　　あ1ラ，適窮な形での記事増補とは認められない2｝。

　また，新編藝本古典文学全集ζ大鏡湛の校涯者も，

流春本系の②＠⑬，異本系＠の寵事，及び遵長伝の増

補記事を倒として，「流布本系統・異本系統本文は，簿

にあげたような逸黙類のみならず，各懸人の履歴も詳

しく壷べたて，増蕪された記事炉多く説霧もくどい。

透箱本・東松本のような，古本系統における必要十分

なもの言いとは性格を異にしている3『。」と評する。

　右の校注者の説かれるように，流春本系の年譜誕事

増補②と，吉本系（近籍本）③グ〉記事を比較すれば，

離者が「説窮もくど」く，後者が「必要十分なもの護

い」であるとする評懸1ま妥当であると言えよう。しか

し，透衛本③の記事は，書本系統における東松本本文

の政治史的記遠の欠落部分に麗する記事増補という性

格を有する。また，異本系＠｝（萩野本，披雲霞本〉の

長歌の生な引灘が秘語欝興趣を殺ぐ撞劣な記事増補で

あることも言うまでもない。

　さらに，松本氏の説かれる「大鏡作者の灘i史記述の

基本的態度」蓑大鏡の，歴史を語る基本姿勢」を問題と

するとき．兼選の伝を立てるにあたって必要不可欠な

歴史記遠は，兼通の開白就任の事構，及びその退転に

あたって籟患を後纏に姦名し，弟兼家の左遷を策した

険難の敢治史約背景の記遽であろう。その2点を欠い

た古本系の兼逓伝は，伝として著しい欠落・不完全盤

を露量したものと密わねばならない。流庫本系の増補

記事④⑬がその欠落藻分を補完する意騒のもとに趨筆

されたことは見落としてはなるまい。

　兼逓伝について見れば，古本系の特籔として倫蓬的

翫評意識の強さが挙げられる。そのことは（診②の兼通

像グ）寵遠，⑥⑦⑨の子女に麗する栄光と没落の寵遠に

も認められる。これに対して兼通・兼家の権力継承を

めぐる対立の背景，兼家左遷の理密，及び縫毒職を頬

患に委譲したことの政治史的概題などにまったく触れ

2春駐容一稔

ていな疑ことの不均衡は指擁されなければならない。

　また，吉本系が兼遜のいわ磯る夢最後の除目韮を兼

逓のヂ非常な御心涯による「悪事」とする倫還的な懸

罪を示しているのに対して，流布本系がその除§に至

る経緯の敬治史的なギことはを）」を視座に据えて艶事

増補を宥ったことも見落とされてはなるまい。そのこ

とは，麗斐を見る駿の対照，ゼ史実に対する評懸の立場

の違い駐」を示すものに外ならないのである。

2．古本系の基本構図

　まず，吉本系の兼逓像に絶する記事は上掲の⑤⑪で

あるが，これを整愛すると，次のようになる。

縷　兼逓の袴藩の新，擾父感孚から引畿勃の琴に添え

　て貫之の撹意の歌を贈ったこと。

鯵美貌ぶ1？と，臨時の客の宴における舞姿の立撮さ。

繰寝酒の肴に生きている薙を殺して食するという噂。

嬬　兼遜の兼家左遷の墾鐙への擬肇1。

　麟はぎ貫之集至第九に，

　　　　もろすけのさいさうの率将どのの灘郎君はじ

　　　　めて袴き絵ひて後，おほぢおとどの御もとに

　　　　まみ弩給ふ醤，おく弩もののかづらにくはへ

　　　　んとてよませたまへる

　　ことにいはで心のうちをしるものはかみのすぢさ

　　へぬけるな瞬拷51

とあるもので，これを「ことに趨で¢こ・ろのうちに

しらる・は，かみのすぢなは轟けるな瞬ナ鯵」と変え

て繕いている。

　「かみのすぢなは」とは禅の露統の意，「すぢ」には

嚢賑と琴の弦とが懸けてある。時の左大疑患平炉，わ

が露藪の継承者として，幼い孫弟通の将来への祝意と

期待を表したものと解され・る。

　戯は青年鱗の兼選像であるが，「御かたち，いときよ

げに，きら・かになどぞおはしまし・」「いとこそめで

たくみえさせ総しか遥とあ辱，兼逓の容姿，舞姿への

賞賛の態度が見られる．しかし，その肯定的な入麺評

は感覚的評嚢・好印象の記遽にとどまる。

　一方，／c！は兼逓の嗜好の異様さを語惨，購常的に殺

生戒を麓す異常な性格と，その人勃像への生理的・感

覚的な嫉悪感を伝えている。そこに，古本系偉者の兼

遵像に対する好悪の感燐の濃厚で直接的な表鐵が認め

られよう。

　最後に，播の兼家左遷の麹置に対して，東松本の作

者は次のように皐辣な鐵薄舞を換えている。
　　　　　　じ　ゑ
　　　このおと¢の，すべて非常の簿心ぞおはし・。か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑ
　　　ばか誇すゑたえずさかへおはしましける東三条

　　　殿を，ゆへなきことによ琴，御宮箆をと吟たて

　　　まつ鞍給へ馨し，いかに悪事な琴しかは。天道

　　　もやすからずおぼしめしけんを。

　「非常」とは一緩的通念では考えがたい葬常識な響

動，異常な様子などの意である。兼遜の入簡牲と行動
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のすべてをその異常・冷熱な性格によって説疑し．倫

理麟撰1覇を超えている。

　また，万寿2隼（欝25／現在，兼家の子孫が繁栄し

ていることを根鍵に，半麗麗薄の貞元2年1（§77〉の除

農の非違姓を撹甥し，右近の大将の蓬窃のない麗奪を

挙げて，その罪を実意に遂らうヂ慧剣であると臨罪

する。現在の道長の繁栄を天意によるものとする運命

論的史観の表鐵でもある。兼遵・兼家兄弟の政治的な

権力争いを，道徳レベルの問題として縫饗しているこ

ととともに注§され．る。

　さらに，兼逓の異常，偏執麟な性格を浮彫すること

によ弩，昇進の遅れ，兼家左遷の「悪意」をその性格

の必然として読者に納得させるとともに，子女の不遇

と一族衰退を招いた事椿とも底還で轄合させている。

古本系では，一男頭光が悪霊の左大疑と呼ばれた事

濡，父兼逮の美観を受け継いだ二男朝光とその子女た

ちの栄光と没落の記事が兼逓伝の遜半を善めている。

しかも，その記事は兼遜の伝に霧じく政治甕の規痩か

ら語られること1まない。「けだかくま「こ・ろうき珪「き

らめきま「はなやかに」「かずやくごとく涯ゼ御かたちな

どのよのつねならずおかしげにて」などの感覚麟表現

を駆使し，各餐入の運命の変転の構図として購成され

ていることも，古本系の特綴をなしていよう。

　しかし，この兼家左遷の人事は，『公騨補蕪遜に「貞

元二隼，大納言歪三位藤療兼家，右大将按察健，十月

十…霞塵事停大将。遷治離郷。涯とある。「事に座して」

とはいかなる事を意味するのか。そこには，東松本で乍

者の倫遷麟撹鵯によっては語られな糖簿らか硲政治史

的な事精の存蔑したことが窺われる。その疑問潜流鵜

本系の記事増補の摂艇となったことは想定されよう。

のか。まず，疹公郷補任嚢によ辱兼通，兼家の隼譜を比

較すれば，次のようになる。

兼 逓 兼 家

3．増補記事1次第のままに〉の意義

　流姦本系の増補記事②は，兼遜の憲歴を記達したも

のであるが，先学の指摘されたごとくくどいほどに年

譜的記事が羅爽され，飽の大臣列伝と著しい不均衡を

呈している。また，「いとめでたかりしことな射「め

でたか参し事な辱かし」「かくめでたくおはします」な

ど，昇進への祝意寵違が重複して鞠語的興趣を殺いで

いること，及び，吉本系の⑤蓼の兼遜像への投親釣記

遠と著しい越鑛を来していることも指摘される。

　次に，増補記事④は兼逓の灘海就任の事講を配達し

たものである。属愚妹にあたる替上帝中警安子の生前

に関欝保瞳の書替を貰い，来るべき権力継承の難を待

ち続けた兼通の緯嚢な計箪への賛嘆が主潮をなしてい

る。政治麟不遇を乗鯵越え，関白に昇毒詰めた兼逓の

強い意志力を評慰し，兼逓伝末尾の「心づよくかしこ

くおはしましつる殿毯」という入勤評につな炉る統一

的な兼通像を形成している。

　この逸認ま，兼逓の権力掌握への強い執念を語るも

のであるが，その吏的な背景はいかなるものであった

天慶6　正　従五位下　　！§

（翼3）

　　　　9　侍従

天潜2

醸81

　　5　左兵衛佐　　饗

嘘　髭　従五覆！、ヒ　　2§

…正　従五笹下　　鎗

　　5　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　l
　　6　7　左少将　　　器…

　　9　　　　　　　　　　　　　1i玉
　　　　　　　　　　　　　　1
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　　ii　ii　亜五鍾！下　　331
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天徳2　登　兼中宮亮　　誕1
（§58）

　　塗　鑑　従懸盤ぞ　　36

　　　　正　中鷺権大夫

　　　　9　兼春宮亮

応徳2
（鱒2／

　　窪

　　　　4　蹴中宮権大夫

　　　　　　　（安子罎鋤韓

康保婆　毘　藏人頭　　　婆3

（鮪71

5　鹿藏人頭

　　　　欝　従醤簸．熱

安秘元　　銭　歪霞建下

緯68／

5　待健　　　　22

5　右兵衛佐　　23

縫五麺上　　27

少納言　　　28

乏五位下　　32

正　従五位下　　誕

5　兵認大輔

3　左京大夫　　3§

　　2

　　6

　　9
　　i倉

　　緯
襲　　簸

2　蕉　参議．元蔵人頭

　　閏5　兼宮内榔　薦

9　鍵三種

春宮亮　　　3§

藏人頭

兼春宮権亮

佐中将

更騒位下

葬参議，従三位

蔵人顛・左中将

左京大夫・春宮

亮（超兄弟通過§

　2　従三位，中納言

　　　兼春宮大夫・蔵

　　　人頭・左中将

　　　　　　　　　蓬i

辻9正三泣

　安子の崩御は繕秘遵奉（9§灘婆月2鰻，38歳であっ

た。この鋳，九条流麟韓の一男葎舞は戯歳，蕉醤位

下・参議に左近権中将を兼ねており，皇太子憲平（冷
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泉院／の外戚（鱈父〉の麺置にあった。一方，二男兼

遜は韓歳，安子の崩鶴によ辱中宮権大夫を鑑められて

お琴，三男兼家は36歳で左京大夫の任にあったが，と

もにいまだ公郷に名を連ねてはいない。

　そこで，右の隼譜によ弩，安子崩御以藩の兼通，兼

家の昇叙隼令を箆駁すれば，

・侍　　従

・従五続上

・玉露位下

・従毯粒下

兼通鈴歳，兼家22歳

兼違欝歳，兼家27歳

兼通33歳，兼家32歳

兼逓3§歳，兼家鍵歳

であ琴，応報尊卑までの経難に，兼逓が弟兼家と箆べ

て特段に不遇感を捲く綴鍵は見鐵しがたい。

　一方，その叙任歴をみれば，兼通は天徳2奪欝月27

日安子堂磨の§に左少将に中宮亮を兼ねることにな

穆，瞬遵奪蕉月に中宮権大夫に昇任するなど，安予嶺

轟の琶まで7華麗にわたり麟近としてその轡藷にあた

った。『舞本紀略垂癒報3隼の条には，

　　（正月2琶）今鐸。中宮褻職曹講遷御権大夫兼通

　　　　　　　　難鱗毛。

　　（2月器即今霞。皇后宮自兼還韓窪堀購宅λ御

　　　　　　　　霞裏。

という記事が見られる。また，天徳尊卑9月には春宮

亮も兼ねてお辱，中宮，春霞（冷泉錠）の外綾として

地縫を霞めつつあった。

　これに対して，兼家は右兵衛佐，少納言，兵部大

輔，在京大夫を歴任しているが，安子との接点は見当

らない。むしろ，安子嶺舞後の膜保尋年2湾兼通に代

わって春宮亮を兼ね，5月聾馨の村上帝の崩御による

冷泉帝の蹉癖にともない，6月蔵入頸，9月1藝の守

平（羅鐵醗）立葵の醤に春宮権亮，懲月産中将に就く

など，冷泉帝，春宮（円議院／に縫え，かつ兵部省の

役職を歴任している。

　右の奪譜を見れば，兼遜・兼家の昇進の逆転は康保

4庫・麦麹元隼の覆に生じている。躍ち，兼達の不遇

感，魚鱗ま，安子嶺御後遵奉を経た康保4年の冷泉帝

の難粒と円融醗の立坑，さらに安灘2奪の誇議帝の轟位

に痒い・現実の麟題として浮上してきたと考えられる。

　この騰，兼遜は村、ヒ帝の康保喚年正駝灘蔵人頭に

任ぜられたが，冷泉帝の践轟によ辱，5月25露頭を止

められ，代わって6月鰺馨兼家が頭に補せられた。以

後，兼家は安秘元年！欝27舞鍵三種に蔵人頭を兼ね，

購2隼2月5膨こは権申納奮に頭を兼ねて，いずれも

兼官の梯郷となった。跨議院の立坊に主導的な饑きを

なして憲宮亮に任じ，その躍泣後は蔵人頭として霧灘

帝に親近する兼家と，胃酸院との接点を持たない兼通

との離離は決定的な段階にあったと推定される。

　ところで，兼題の麗白就任を決定づけた「関含はし

だいのま・に葺なる安子の遺書が存在したことについ

ては，匿扶桑略記垂蓼親権郷記毒に次のような記載があ

る。

2窮群舞一捻

◇窪扶桑略記選集27，天禄3奪鍍月26醤

　　中納言藤原朝臣兼通蒙幾濤宣言。雛鷲狂内大臣。

　　不経大納言。奪羅十八。右大臣臨輔二男毯。超於

　　大納言兼右近大将藤原兼家等。忽蒙不次朝恩。是

　　依母后之遺書胞。万機巨編。饒委縫窪。

◇塗窺信郷記遜天禄3年i鍛25難

　　其次鞍線内大壁事，依磐戚之重，欝欝遺命毯。

　このうち，『親縁郷誕遷の記事は騰窟遺命」とある

が，歴史学においてはこれを「前書」騨ち安子の誤記

であると解し，安子の遺命による兼通の関白就任を史

実と解している毒）。露中袴氏は爾室料を挙げて，「関

白・内大痘ともに母安子の遺書によって決められてい

たこと炉瞬らかとなり，大鏡の説話のように患われる

部分は確翼たる史実であった列と説かれる。

　…方，艫綱重文氏は馨導白などという最重要な立場

が，帝の餐人的な感情によってそんなに易々と決定さ

れることであろうか盛ギ天皇の意志がそれほどに縫薄

で，官の任命がそれほどに恣意的であるか」という疑

闘を提起し．「兼通の溺白実現が7隼藩に帝の母霧か残

した一片の紙饗れによって実現したというのは，説得

力のある議とは患え感ず，ヂ天禄3年の安子の遺言なる

ものは，兼家を離するために捏造された受実である讐

と主張される。

　かくして，溝氏の箆解は真肉から対立しているので

あるが，匿妓桑略記妻の記事を「握造された史実葺と瞬

じ，また匿窺鶴舞記選の野前官遺命錘を［繭1富／安

子1逡命」の誤記であると解することは，はたして奮

当であろうか。われわれは，これ．らの史料の「握造」

や誤記を講ずる醜に，その記違に従って野母后之遺

書」の存在と，「前官窪羅ち購摂政太政大差落勢の「遺

命」として兼選の関白就任を理解すべきなのではなか

ろうか。

　天禄3年（蟹2〉疑舞i彗，霧灘帝の磐蔽葎響は鎗歳

で麗じたが，その新，兼逸の上露には，

　　左大臣・従二盤　　　源　　兼瞬　5§

　　巻大臨・正三位

　　大納壽・歪三位

　　大納言・正三猛

　　中繕言・従三位

　　中納言・従三位

　　中納言・従業盤

　　権串納言・昼三位

が存在した。

　ところが，参議・
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　　　　　　　　　従三位の位にあった兼通は，2贋

2§8に権中納言に昇進，次いで騰月27雛には落勢の病

気1こ伴い「太政大駆不従事之霧宜勤行公務者。まという

宣露を受け，さらに「躾未堪其事。汝可輔佐者。」（蓼公

郷補任垂）との命によ鯵公務を代行し，珪月形馨内大

臣，関白に就任している。

　先掲の年譜において確認されたように，権中納言昇
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進までは兼還も飽の公郷と繕進度の昇進を示してお

毒，欝月形馨の宣霊の異様さが際立つ。また，公郷の

篇次から見れば左大臣源兼鱗，震大運藤原頼患が撃雪

の手萎を襲うのが瀬当であ鯵，夕蘇義であることからは大

納言兼家が癩当する。

　留雪が安灘3隼5羅器欝，摂政太政大臣実頼嘉去の

後を襲って摂政の任に就いてから葎雪窪身の麗去に至

る2牽牛の補任の動きを見ると，実顔二男頼忠の顯調

な昇進が霞立つ。実籟一族と僻墨の良好な瞬簸を示す

のであろう。頼患は珪7歳．中納藷・従三｛立に右大将を

兼ねていたが，欝罫の摂政就任にともない左大将を委

任されておむ，さらに8月5琶権大納言に昇進，翌天

禄2隼ii月には琵三種・虞大駆に昇進するとともに左

大将を兼ねている。一般的には病気がちな鐸雪の後継

の鍾置にあった。

　一方，兼家は中講書・正三泣に春宮大夫・左中将を

兼務してお辱，天禄元年8鱒5段窟大将に，天禄3奪

琵月塞醤権大納言，閣2月2§舞に大納言に昇進し，こ

れも轡雪の後継の地歩を露めつつあった。

　これに帰して，参議・健三鮭の兼逓はこの溺まった

く動きがなく，むしろ参議・正獲綻下の源建光は天禄

元年8月5蒙権申継奮・従三位に，懸じく参議・歪霧

粒下藤原文箋は翌天禄2年鷺議紹罐中納霧・従三位に

昇進してお1？，兼逓は冷遇されていたとも見なしうる。

　縫って，欝曇の摂政太政大駆辞任に惇う兼逓への代

鴛の捲名，ならびに上露8人を越えての内大疑・関白

就任という史実には異様さが際立つ。流布本系の記事

増補炉兼通の異常な舞進に対する縫心に発することは

言うまでもない。

　流姦本系の撫筆者は，記事増補にあたり，

　　その時よ詮）た“のおとど左右にておはしまし・か

　　ば。だうりのま・ならばこのおと“のし給ふべき

　　にてあ惨しに。このふみにてかくあ賊するとこそ

　　は饑え待鞍しか。東三条殿もこのほ瞬liどのよ吟

　　は上らうにておはしまし・かば。いみじうおぼし

　　めしよ弩たる事ぞかし。

と寵して，時の勢力交代の背景と，遊礫，庸次を無視

したその史実の異常性を正しく踏まえている。

　この一連の史実を踏まえて，兼通の関白就任の背景

を想定すれば，次のようになるであろう。

　替上帝の朝政に大きな影響力を保持した中宮安子

は，猛疾の気のある皇太子憲平（冷泉醗／の将来のた

めに，その外戚（伯父／にあたる講緑児の欝舞・兼逓・

兼家の詰束を鱗待した。種土後宮において，大納言・

戻蔀郷元方女徳嬉，権大納言緬講女芳子らとの織烈な

争いを展開した安子にとって，父麟鞍亡きあと権力へ

の執心を露にする小一条家簸雰の動きもあり§，九条

流3兄弟の対立は…族の勢力衰退を意嫁する。『扶桑略

言醸に記された「母后之遺書葺なるものは皇太子憲平

を擁する九条流3兄弟の結束を促すものであったと患

われる。縫って，ζ親爆郷記垂に記された「薦富遺命」

は，前摂政太政大駆俸勢による安子の「遺書」の思案

な駿鴛を意嫁するものと解せられる。

　今ヨ，兼通が弟兼家に後れをとった事椿は不覊であ

るが，串宮亮，串宮権大夫として安子の髄近に侍して

いた兼逓の不遇感の瞳露が，安子による兄弟の絃索要

請を促したことは考えうる。その「遺書」はまた，安

穣の変に主導的な働きをなし，僻…費の後継に意欲を有

していたであろう兼家に対する強い牽翻力として欝塾

た。流唐本系④の塔補記事は，右のような政治的背景

のヂことはむ」を兼通灘から購いたものである。

　6年後の懸賞兼逓による兼家左遷の顛末を記す増補

記事＠は，長年にわたる両者の不秘・反目の総決算を

意賺していたと言ってよい畠

4．増補記事（最後の除目）の意義

　貞元2隼（§7欝欝月鼓駐，摂から病気がちであった

麗白兼逓は参内し，自身の関白辞任と左大臣藤繧頼患

の翼白就任，ならびに右近大将兼家の治部郷への左降

と権中納言藤原済時の右近大将叙任の陰欝を鴛つた。

鞍本毅略垂麟響の条は，その緊迫した様穣を次のよ

うに記している。

　　太政大鷲、L表。請罷麗嚢。勅許之。今§早旦。太

　　政大甕震桂芳坊参御産所。巳灘。遺著瞬勢。午

　　時。左大臣頼患参入。次権中納言済時参入。著縫

　　芳紡。権大納言朝光召外記。金聾諸陣。於桂芳坊

　　有陰欝。お近大欝藤原兼家狂濤部騨。権中納言藤

　　原済時任右近大将。（略〉奏除§了。太政大臣召次

　　内記藤療資患舞云。以左大鷲可為縄毒万機考。奏

　　覧認書之後。召中務輔給之。

　弟の兼家から右透大将を奪い，また頼患に麗白を譲

ることを§麟としたこの陰§は，兼家灘の嬉害を警戒

してか野禽羅諸瞳」という異常な緊張感の串で行われ

た。この陰嚢の異常姓について，東松本の作者は，右

近の大将の遷露のない義奪は，兼通の「非常の御心」

による天意を無規した「悪事」であると厳しく幾利し

ていた。これに対して，増補部分の擁筆者は若侍の言

葉として「東三条毀つかさとり総ふ事も。ぴたふるに

ほ瞬舞殿のひさうの無心にも侍らずまと浸請し，その

「ことは明「ことの準へ」を講弁ずる。

　流庵本の撫筆者は，先に塔補記事④において兼通の

麗白就任が「関白はしだいのま・にユなる安子の遺書

に基づく正当な手続きであると達べていた。兄弟の顯

による麗欝就任という一定の窺財性を櫨にした兼遍の

権力掌握には，その醸辱では妥当性・説得性が存在し

たと見ることができる。しかし，兼遜が露ら主張した

その蔑麟姓を破辱，弟兼家を左遷して九条流の纒承を

歪め，小野宮家頼患に関白を委譲したについては，そ

の必然的な蓮態の説瞬方書必要である。この政治史i上の

重大な疑麗への説購をギことは瞬として語琴，東松
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本の兼通観との基本的な歴史解駿の穂違を瞬示するの

が，記事増補の欝的であったと書ってよい。

　増補記事⑬に晃られる兼通の最後の陰欝の艶実性に

ついて，艫綱氏は，次のように違べている。

　　結論的に書っておくと，やは穆史実の撰進がある

　　ように患われる。兼通が締安子の書儲けを霧鞍帝

　　に提示した警，兼家を邊って内裏に駆けつけた琴

　　といった具体的な事実はなかったであろうけれ

　　ど，そのような異様な解職をさせるような献溌は

　　あった，そういうことである覇。

　兼遜の最躍菱の陰欝炉新史箋の建造」であるか，事実

を踏まえたものと解するかは史実解釈の趨違によると

患われるが，増補記事成立の背景として，次のような

史i実寿ぎ存在したことは認められよう。

（a！当鋳，兼逓はかな琴の重病であったこと。

㈲　兼逓と兼家が決定的な反目状態にあったこと。

勧　兼逓の獺湾殿と兼家の東三条殿とは近接した位置

　にあったこと。

懸　兼家の左降，頼患への関白委譲の陰欝が行われた

　こと。

／e）その除目は諸陣を霧めた極めて緊迫した雰囲気の

　中で行われたこと。

（董／その除§当8，兼家が参内していた事実は見当ら

　ないこと。

　麟は，匿芙台痙空言漂貞元2年欝欝5醤の条に，権律

鱒良源を権懲亙に，伴楼の簿薦梨2名を権律舗に任じ

た瑳密として，「依羅購大根灘重病，修織盛光，修申平

復，働有醜悪云々まとあることで知られる鶏。6饗後

の欝欝鍍欝，兼通は重病を押して陰嚢を強行し．1i月

8蕪に麗去した。

　勧は，ゼ栄莞勃語聾巻第2「鷺凄たづぬる中納言重

に，重病に購った兼逓が野晒かでこの東三条の大将，

我命も知らず，なきやうにしなして，この左の天爵を

我次の一の人にてあらせん3と決意していたこと，反

目の事箒が量懸1こは不羇であったことが詳連されてい

る。なお，蓼栄花秘語垂では，講者の反目の理慈とし

て，兼家が女詮子の入内を策したのに対し，中宮縫子

を擁する兼遜が積ったことを挙げている。貞元元年毘

耀には冷泉鞍の女御選手（兼家女／が第二皇子艦貞

（三条院／を量産しており，星羅候補を持たない兼選

との不穏は決定的な状態にあったと患われる。

　縛について，　郵栄花韓語至は

　　この塚湾殿と東三条殿とは，た謡講鞍をぞ観てた

　　むければ，東三条に参る馬車をば，大殿には「そ

　　れ参篭た吟，かれまうづな明といふ事を離しめ

　　して，「それかれこそ追従するものはあなれ謹など，

　　くせぐせしうの給はすれば，いと恐しき事にて，

　　夜などぞ忍びで参る人もあ瞬ナる。

と記して，兼逓が隣接する兼家の棄三条殿の嚢静に禅

経を尖らせていた様を捲いている。

2｛矯馨一嘩2

　また，蓼大鏡選の最後の陰欝に櫨当するものとして，

野栄花勅語垂には兼遜が鍔議帝に対して，冷泉皇子居

貞を擁する兼家がその羅盤を望み衝祷を行っていると

議書し，

　　みかどは堀豪羅の院におはしまし鯵れば，我は桑慰し

　　とて璽におはしますに，わ吟なくて参らせ絵ふ

　　て，この東三条の大将の不能を奏し総て，野か・る

　　人は嚢にあ辱ては公の簿ために大事愚で来待琴な

　　ん。かやうの事はいましめたるこそよけれまなど

　　奏し総て…

貞元2隼欝欝の除藝炉行われたと記している。重病を

押して参内し，政敵兼家の左遷を強行したのであると

いう。これに，（番／窃の塗輿を重ねるならば，増補記事

⑬の説講は容易に簿悪しうるであろう。

　ぎ大鏡湛の作者はゼ栄花勅語垂の記事を参巻したと考

えられているが，今嚢，ζ栄花勃講の窟の記事が蟹礎

した史料は詳らかではない。また，除§当§兼家が参

内していた事実は見当たらず，兼通麗去後の政権委譲

について葺歳の帝と密議を凝らす兼家の羨に瀕死の兼

通が参内し，兼家左遷の鍮欝を鴛うという緊迫した麟

的な構籔は，ゼ大鏡董作者の念翼乍であると解せられる。

縫って，その藻分を重視すれぱ丁壷実の推進」である

とする振摘は認められよう。

　ところで，兼家の右大将麗奪開題について見れば，

康保蓬年6月，冷泉院の餐蓼位によ琴蔵人頭に補せられ

た兼家は，講年欝月左中将を兼ね，右大将に異進した

が，貞元2隼の除§によ吟，7隼兼務してきた右大将

を遜奪された。この誉大将は，遡れば窟大疑・蕊二盤

瞬雰，壱大盤・従二位編輯，右大臣・正三位実頼，右

大疑・重三縫藤原恒佐などが兼務してお弩，兼家以後

も右大難・歪二綻藤原遵兼，右大窪・従二毬藤原鑛光

など炉聾めた栄職である。大納言・豊三位で鍔融帝の

外麟である兼家の将来を約束する重要ポストであ諺，

懸覆穏当憲である治離郷への移動は決定的な左遷人事

である。

　この異常な除藝が，女超子漸生の冷泉皇子羅貞を擁

し，女詮子の入内を策する兼家に対する牽麟と嬉害人

事であることは害うまでもあるまい。轡罪蔓i去時に鑓

白就任を逸し，兼還の背後から形勢を窺いつつ機会を

獲っていた兼家の権力への執念と，その野望羅鑑を最

後の除§に示した兼逓の怨念の凄まじさを語ることに

お塾て，流姦本の塔補寵事⑫は，歴史の展聡趨を説議

形式で語るという歴史鞠語群大鏡垂の本簸を補完した

ものと考えられるのである。

〈注〉

赫勇購美確大鏡選兼逓伝・八巻塔補本文の教材｛とについ

て」（ギ箪穂懸大学騒語教鳶懸究諜葺集，平成§・3／の
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　表記を参考にした。なお，東松本の本文の撰絹は霧本書

典文学大系『大鏡糞，八巻増補本は『八巻本大鏡遵（晒灘

　6i，桜機社〉に鑓る。

2）訟本治久「大鏡薔兼逓伝董の逸議について一ζ八巻増

補本妻の記事増補一」（「蔵藏野女子大学紀要3欝集，醸

秘§／。

3／新鑛嚢本吉典文学全集ζ大鏡選（薦健二，旛藤静子校

涯・課，平成8，小学館）「吉輿への擦待一権力の帰趨を

　見つめるまなざし一」。

畦｝松替博講霧謬源氏鞠譲・大鏡・評論〔鮨導資繕｝・第2

　分懸垂（紹秘春§，巻文書院／2縛責。

5）『新編遜歌大観・第三巻・私家集講理（聡穂6§，鶴舞

書店）隣載。

6／土懇霞鎮「串幾巻家の栄光と没落諜（馨文学解職と鼓舞

　の藩発達建の7，躍穣載・6／，ぎ奈良平安時代史講究圭

　（平成尋，吉羅弘文館1霧駿。

7〉慮牢馨著蓼平安朝文学の艶的講究茎（紹秘磐，吉撰私交

　館1第3章第3簸「内容上からみた栄薙鞠語・大鏡藩。

8）擁納重文鐸大鏡垂兼逓伝の翼避」（ヂ女子大馨文ま1§3

　号，曙秘§3・6〉，瞳吏秘語の懇懇選（平成婆，京都女子

　大学／薩薮。

9）麟韓麗去後の簿灘の動きについては，虚本膳1吉「冷泉

　競における小野宮家・九条家をめぐって達（古代学講会鑛

　罫摂雛時代史の覆究毒躍魂鱒，吉鰻弘文館／参照。

1奪〉　8）　畢こ隅じ。

1難ぎ天台塵室記垂の弓翻は慶大8本史料・第一講之十六蚕

　（羅報塵3／に撲る。

（錯書§年9月2躍受理／


